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l‘はじめに

有度丘陵に分布する上部更新統、 は、内湾から大陸概にかけての泥層を した部分と、

ルタを示す模状の磯層からなる(近藤 1985)0泥がちな部分には、近藤 (1985)で記載された

1 Ng-2、Ng-4テブラを挟在する O 佐藤(1991)は、これらを含む多くのテブラを記載し、含ま

鉱物や火山ガラスの屈折率を RIMS(京都ブイツショントラック製)によって測定した。そ

おおむね近藤 (1985) の層序が正しいことを追証した。その後、佐藤 e 浦野(1995) は有孔虫の

について報告し、有孔虫分析と

;立、

のでそれら

けた。 言己し

2.研究方法

しま

中にシーケンス境界を

これまで知られているもの以外に多くのテブラ

ついて持べる O 本研究は静間県地学会より

たのは、

1)0 cセクションは、

3セクションと日

浦野 (1995)で報告したもの

4セクショ

テブラは、

る

とともに入れ、椀がけ

してから
で少

<-

る

O 

O.5mm、0.25mm、O.1251umの簡でふるい分け、 0.125mm  

ガラスの形態およ

を用いた。火山岩片については野尻滞火山灰

彼らの“白岩片"を色調から“白色岩片"と

3.結

クションの柱状闘を図 2に示す。

るO この際層は matrixs立port

物と考えられる o C ルートは、

により繰り返していると考えていた。

ったため、柱状闘を書き改めている O テアラ

ものが多い。テブラ

し，<-

手ド

-1 

にし

の2つ しι 。

するが、 Aセクション

か、模状の形態をなし、

もので、

のテフラ

11 

は、

も挟ま

ブラ

以下、 のテフラについ」、
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O 門 図2 セクシ藷ンの柱状臨
思5雪 柱状図右横の番号がテフラのサンプリング笛所

仏 E 左側の数字は佐藤@浦野(1995)の宥孔虫サンプリング簡所

(1) Ng-2テアラ

近藤 (1985)の記載によれば、 Ng-2は2枚組のテブラ

の火山灰(庸淳 4cm)、上位のものが細粒砂から

の層位関稿で挟まるとされている O

今回の調査で Ng-2のうち下位のもの(以下 2Lと略記)は、観察地点により躍厚が 2cmか

ら30cmまで大きく変化することがわかった。保存の良いところでは成層構造が認められ、 3つのユ

ニットからなる(写真 1) 0 下部 8cmは灰白色で極紐粒サイズの軽石層、中部 5cmは黒灰色で粗粒

サイズの軽石罵で砂粒を含む、上部 12cmは自色の極粗粒から結擦サイズの軽石躍である O 上部には

シルト偽擦が含まれることがある O また中部から上部にかけて斜交葉理がみられることもある O

の悪い部分ではし 2枚の粗粒砂から細諜サイズの軽石密集層または散在層準となる(写真 2)0日

平球技場のように 1露頭でも側方に層厚を急変させることがある O

、下位のものが粗粒砂から細擦サイズ

山灰(溜厚 4cm)で、 70cm

3 
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このテフラは粒径分布が特徴的である O 図 3に示すように 0.5mm以上の粒子より構成され、細粒

~中粒サイズの粒子は極めて少ない。これはA~Dのどのセクションでも認められる特徴である O

このテフラの重鉱物組成は、ホルンブレンドと磁鉄鉱で黒雲母や輝石がわずかに含まれる O 火山ガラ

スは軽石型のみで、火山岩片は白色岩片が多い。

1 B本平運動公爵での Ng-2L 保存がよ

い部分は3つのユニットからなる。

2 B本平運動公閣での Ng-2L 保存が良

くない部分ではし 2枚の軽お層や散を

となる。

Ng-2のうち上位のもの(以下 Ng-2Uと略記)は 3cmから 10cmの細粒から中粒軽石とj天色細

粒砂サイズの火山灰からなる O 重鉱物斑晶のためゴマシオ状を呈することがある O 保存の良い部分で

は2つのユニットからなり、下半は結品質火山灰、上半は軽石を含む結品質火山灰で、上半のユニッ

トが下半より粗いことが多い(写真 3)0Ng-2Uの重鉱物組成は、ホルンブレンド、感鉄鉱およ

、輝芯がわずかに含まれる O ガラスの形態は、ほとんどが軽石型ガラスであるoNg-2UとNg-

2Lは、粒径では区別可能(Ng-2Uの方が縮粒)

だが、震鉱物組成や火山ガラスの形態では区別で

きない。ホルンブレンドの屈折率を調べると、

2Lの屈折率は 1.673-1.685、Ng-2Uの

は 1.680-1.690で、 Ng-2Uのほうが高いと

いう特徴がある(佐藤 1991)0 どのセクションでも

Ng-2L と Ng-2U は 70~80 cmの

られた。

で認め

5 

8セクションでの Ng-2U
火山灰と自石軽石からなる。



(2) Ng-4テフラ

近藤 (1985)の記載によれば、 Ng-4は厚層 30

cm の径 1~2 cmの軽石の散在層準とされる O

佐藤 (1991)は、 Ng-4と考えられるテフラにつ

いて検討した。その結果、ホルンブレンドの屈折

率はl.680-1 . 690でNg-2 Uとほとんど差がな

いが、重鉱物として斜方輝石を含むものが多いこ

とを明らかにした。もっとも斜方輝石の屈折率に

は、ぱらつきがあり、更に検討を要するとした。

Aセクションのサンプル 9は、近藤の Ng-4 

の記載に似るが、輝石に富みホルンブレンドを含

まない(写真 4)0 一方、 Cセクションのサンプル

根古屋 Aセクションでの Ng-4 2 

mmから 2cmの白色軽芯が泥層中に散

在する。

24~26 も近藤(1985) の Ng- 4と記載が似るが、ホルンブレンドに富み斜方輝石を含まない。したがっ

て、この 2セクションだけでも鉱物組成が一致しない。また、 Ng-2や Ng-2の上位のテフラ群に

も斜方輝石を伴うものもあり、斜方輝石の存在だけで Ng-4と断定できない。いずれにしても、今回

多くのテブラが見いだされたことにより、 Ng-4を含め、今後細かい再検討が必要である O

(3) Ng-2とNg-4の間のテブラ群

Aセクションでは Ng-2とNg-4以外に 5枚のテブラが発見できた。ホルンブレンドに富むも

の、ホルンブレンドと黒雲母に富むもの、ホルンブレンドの他に両輝石を含むもの、輝石を主体にす

るものがある O おセクションでは Ng-2じのよ位に 2枚の散在する軽石が認められた。ともにホルン

ブレンドと磁鉄鉱を含む。 cセクションでは Ng-4がどれに当たるか不明だが、 Ng-4に岩相が類

似するもの 3枚以外に 8枚のテアラが見つかった。これらは、ホルンフレンドと磁鉄鉱を多く含むほ

を伴うものもある O

いずれのテブラも、類似した岩相を示す軽石のためA、B、Cセクションの対比は容易でない。屈

折率の測定がまだ完了していないので断定的なことは言えないが、粒度や岩相、重鉱物組成からAセ

クションのサンプル 8 (写真 5)と Cセクション

のサンプル 23の類似性が指摘できる。

また、これらの層準のテフラ群の中で、純化の

程度が低いサンプル (Aセクションの 3、召セク

ションの 12、Cセクションの 19など)は、

片を多く合んでいる O この黒色岩片のほとんどは

発泡しておらず¥堆積性のものと考えられる O 現

在の大谷海岸で砂を採集し鏡下で観察してみた

が、多量に含まれる黒色岩片の特徴は、上記の岩

片と極めてよく似ている O これらの黒岩片は、瀬

-6 
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戸}l1層群起源のシエール擦の破片からなる砂粒と考えられる O

セクションDでは、 Ng-2Lの下位に 3枚のテフラを見いだしている(佐藤 1991)0しかし、 A'""'-'C

のセクションでは Ng-2Lの下位にテフラは見つからず、対比はついていない。一方、 Ng-2 Uの上

位 5mに新たに細粒火山灰が見つかった(写真 6、表のサンプル 36)0このテフラの岩相は、下部 4

cmが白色軽石を含有する白色から灰色縮粒火山灰、上部 4cmが白色軽石の密集層である O さらにこ

のテフラの上位 15cm程度は、シルト層中に 1'""'-'5mmの白色軽石が散在する O 重鉱物組成はホルン

ブレンド、磁鉄鉱、黒雲母で、火山ガラスは軽石型が中心だ、がパフツレ型や中間型も含まれる O このテ

ブラの岩相は特徴的であるが、今のところA'""'-'Cのセクションでは見いだされていない。ただ、重鉱

物組成に関していえば、上述した Ng-2やその上位のテフラ群と類似している O

さてこのテフラは、久能山層の Noテフラと極めてよく類似している o Noテフラの岩桔は、下半が

軽石粒を含む白色細粒火山灰で、上半は白色軽石の散在層準からなる O 震鉱物組成は、ホルンブレン

ドと黒雲母で、火山ガラスの形態は軽石型から中間型である O このように岩棺、重鉱物組成、火山ガ

ラスの形態などが一致し、対比されると考えられる O 以前、佐藤(1991)は、 Noがブロック化した Ng-

2である可能性が強いことを指摘した。その根拠は、重鉱物組成と屈折率の類似性および Ng-2 

がしばしばブロック状になり久能山層中に取り込

まれているという観察事実からである O ただ、当

時 Noのような細粒火山灰層と軽石密集層からな

るテフラを 中から見出だしていなかっ

た。今回、 Noの起源になったテブラが明らかに

なったことになる O

今回検討した Ng-2から Ng-4層準のテブ

ラは、いずれも比較的粗粒な斑品を伴っており、

比較的近傍の火山からもたらされたものと考えら

れる O 理品の大部分がホルンブレンドで、磁鉄鉱

に富み、黒雲母や輝石を伴う O 軽鉱物として

から、 Ng-2かち Ng-4までのテフラは、供給源な

4. まとめ

写異6 日本平運動公閣の結粒火山灰と軽石

まれる O このような鉱物組み合わせの類似性

ユに関連している可能性がある O

Ng-2LとNg-2Uはセクションごとに対比でき、正確に時間溜を定めることができる O しかし、

これらより上位のテフラは、対比が難しい。これらは、類似した岩棺、組成のものが多く Ng-4も

めグループとして扱ったほうがよさそうである O 今回記載したテフラは、ホルンブレンドを大量に含

み、黒雲母も多いなど特異な組成をしており、給源火山について今後検討していきたい。

? 
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